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Ⅰ　はじめに
　昨今，日本や欧米諸国では，女性の生き方や
ワークライフバランスが注目を集めている．各種
セミナーが開催され，雑誌やインターネット上で
も女性の生活や仕事に関する情報が頻繁にテーマ
として取りあげられている．また，先進国に限ら
ず発展途上国においても，女性の生活・労働環境
の改善は国連などの主要国際機関等で活動目標と
して掲げられてきた．筆者は 2012 年 6 月から 2
年 3 ヶ月の間，アフリカのマラウイ共和国（以下，
マラウイとする）の「ジェンダー・子供・福祉省‌
The‌Ministry‌ of‌Gender,‌Children‌ and‌Social‌
Welfare」傘下の部局であるコミュニティ開発局
に青年海外協力隊1）員として配属されボランティ
ア活動を行っていたが，地域住民の生活改善と女
性の社会参加は現地での重要課題のひとつであっ
た．特に途上国における学校教育の重要性は国際
機関等でも強調されているが，実際には，教育の
機会は与えられても経済力の弱い途上国の貧困層
が自立的に継続し修了することは難しいのが現状
である．また，農村に住む現金収入のわずかな貧
困層にとって学校教育は苦労してでも投資する価
値があるのか，修了した学校教育が卒業後の生活
の質を向上させるために役に立っているのか，教
育がその後の生活にどのような影響を与えるかに
関しての先行研究はみられなかった．
　本論文ではマラウイを研究対象地域とし，現地
における民族・地域的な文化の差異，それに付随
した生活様式や価値観の差異，対象地域特有の社
会システムと教育制度の現状を整理し，このよう
な差異が住民に与える影響を明らかにする．ま
た，女性の社会生活にどのような影響を与えてい
るかを教育と地理的環境という視点から事例を取
りあげて考察する．その際，教育以外で女性の生
活に大きく影響を与える要素や貧困層にとっての
学校教育の意味にも注目する．
　研究方法は，主にマラウイ滞在期間に現地の
人々からの聞き取り調査で得た情報をもとに可能
な限り文献や書籍，論文やニュース記事で事実確
認を行った．また，関連するテーマであるモラル
エコノミーに関する資料や親族間の関係に関する
論文の精読，データの収集と整理をした．Ⅳ章で
述べる女性たちの事例は，ライフストーリー手法
を用いて直接本人とその関係者に聞き取り調査を
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行った．主要国際機関のデータを参照しようとし
たが地域別（北部，中部，南部）データが得られ
なかったため，マラウイ政府統計局（The‌Na-
tional‌Statistical‌Office‌of‌Malawi）のデータを元
に表や図を作成した．
Ⅱ　マラウイの概要
1　地理と政治　
　⑴　地理と地域区分
　マラウイは，アフリカの南東に位置する内陸国
である（第 1 図）．UNESCO の世界自然遺産に登
録されているマラウイ湖は，国内で人気の高い観
光地として親しまれている．国土全体が標高の高
いところにあり，マラウイ湖は標高 400m 程度2），
首都のリロングウェは標高 1,000m くらいに位置
している．北海道と九州を合わせたくらいの大き
さの 11.8 万 km2 の国土3）は，行政上，北部・中
部・南部の 3 地域に区分されていて，それぞれの
地域に中心となる都市がある．中部にある首都リ
ロングウェは行政の中心地，南部のブランタイヤ
は首都よりも栄えた商業の都市，北部のムズズ
は，最近発展が著しく進んではいるが中部・南部
の都市に比べると落ち着いた地方都市である．マ
ラウイは複数の民族が共存する多民族国家である
が，日常生活においては民族よりも出身地域（北
部，中部，南部）によって属性を判断することが
多い．
　国民総所得は一人当たり約 270 米ドル（2013
年世界銀行）で世界最貧国のひとつである4）．人
口の 80％以上が農村部に居住5）し，電気の普及
率は9.8％6），‌道路も幹線道路以外はほぼ未舗装で，
国内のインフラはまだ未整備のところが多い．
　⑵　政府と地方行政
　1964 年の独立以来，マラウイの中央政府は旧
宗主国である英国の制度を基本的に踏襲してい
る．行政上，北部，中部，南部の 3 地域に区分さ
れ，北部 6 県，中部 9 県，南部 13 県の計 28 の県
がある（第 2 図）．政府の行政機関が地域，県ご
とに配置され日常的に業務を行っている．一方
で，独立前からその土地を治めている族長や村長
などで構成される地方自治体も存在する．村では
礼儀が重んじられ，今も厳格な上下関係が守られ
ている．行政機関の職員も新規に赴任する際には
必ず，族長，村長等の自治責任者に挨拶に出向き
敬意を示す．筆者も着任時には配属先の同僚とと
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第１図 アフリカ大陸におけるマラウイの位置（筆者作成） 
 
 
（２）政府と地方行政 
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もにトゥンブカ族族長，TA（Traditional‌Au-
thorities），村長への挨拶回りに出向いた．物事
を順調に運ぶためにも，まずは地域の責任者に敬
意を示すことが重要である．
　族長は政府にとっても重要な存在であり，政府
から住居の提供，住居までの道路の整備などの物
理的支援に加え，金銭的支援も受けている．アフ
リカ全体を通して言えることだが，移民以外のマ
ラウイの人々は特定の民族に属している．それぞ
れの少数民族は異なる言語，文化，習慣を持つが，
広義にはチェワ族かトゥンブカ族の一部と見なさ
れるため，地元住民をまとめる場合には族長の言
葉と権限が強力な存在感を示す．権威階級は，族
長（Paramount‌Chief）が県全体を統治し，その
下に TA と STA‌（Sub-Traditional‌Authorities）‌と
呼ばれる長が県内の各領域（第 3 図）を治めてい
る．その下には GVH‌（Group‌Village‌Headmen），
さらに小規模に分かれた村々を VH（Village‌
Headmen）が各自治めている．自治責任者たち
は ADC（Area‌Development‌Committee），VDC
（Village‌Development‌Committee）という委員
会を設け，県知事の合意により地域開発を行う．
政府の統括区分は，おおよそ地方自治の領域区分
と重なっているが，必ずしも合致はしない．村落
第 3図　地方自治領域区分（北部ルンピ県を例に筆者作成）
第 2図　マラウイの行政区分地域と県（筆者作成）
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第２図 マラウイの行政区分地域と県（筆者作成） 
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第３図 地方自治領域区分（北部ルンピ県を例に筆者作成） 
 
（３）政治と外交 
1964年の独立後，マラウイの初代大統領には英
国で教育を受けたヘイスティング・カムズ・バン
ダが選出された．以来約30年間大統領を続け独裁
的な政治を行うようになったが，外交では近隣の
アフリカ諸国とは異なる独自の路線を歩んできた．
南アフリカ共和国（以下，南アフリカとする）と
は他国よりも長く親密な関係を保ち，南アフリカ
の人種差別政策に対して多くのアフリカ諸国が反
発し緊張状態にあった時期も，マラウイは独自の
スタンスを保ち国交を継続していた．これは，す
でにその頃多くのマラウイ人労働者が南アフリカ
に出稼ぎに行っていたことが理由にある．出稼ぎ
に行く労働者の家族は村落に住む貧困層が多く仕
送りを頼りに生活をしており，国交が断たれれば
家族は財源を失うため，南アフリカとのバランス
を保つことは国民の生活にとっても不可欠であっ
た．マラウイは経済的に自立が困難で，国家予算
の約4割6）を他国や国際機関からの援助に頼って
いる．資源も国内産業も乏しく多くの物を輸入に
頼り，内陸国であるため輸入物品は陸路で近隣諸
国を介して輸送するため，偏りなく良好な外交関
係を保つことは必須である．  
圧政に対する批判を国内外から受けたカムズ・
バンダ大統領は1994年の総選挙で失脚．南部出身
ヤオ族のバキリ・ムルジが第2代大統領に就任し，
一党制から複数政党制へ変更になった．2004年か
ら任期を務めたビング・ワ・ムタリカ大統領は，
マラウイ政府に対し批判的な意見を述べて英国大
使を追放するなど欧米や国際機関との関係を悪化
させたが2012年に急死し，当時副大統領であった
ジョイス・バンダがマラウイで初の女性大統領と
して就任した．その後，英国との国交は回復され
たが2013年のキャッシュゲート事件7）の直後に，
英 国 国 際 開 発 省 DfID （ Department for 
International Development）や欧州連合，ノルウ
ェー政府など主要支援国からの資金援助が一時的
に停止し，支援国や国際支援団体をはじめ国民の
政府に対する不信感はさらに高まった．実際には
故ムタリカ大統領の時代から公金横領は行われて
いたようだが，その影響を受けてジョイス・バン
ダ大統領は2014年5月の総選挙で票を落とし，前
大統領ビング・ワ・ムタリカの弟であるピーター・
ムタリカが現在の大統領として選出された． 
 カムズ・バンダ初代大統領時代の行政で注目す
べき点は，地域別に国を区分したことである．こ
石井 里佳
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において族長をはじめとする地域を治める長の権
力は今も強いため，政府は地方自治体や族長との
関係を良好に保ち，行政計画の施行や無電化地域
への情報の伝達などに命令系統をうまく活用して
いる．
　⑶　政治と外交
　1964 年の独立後，マラウイの初代大統領には
英国で教育を受けたヘイスティング・カムズ・バ
ンダが選出された．以来約 30 年間大統領を続け
独裁的な政治を行うようになったが，外交では近
隣のアフリカ諸国とは異なる独自の路線を歩んで
きた．南アフリカ共和国（以下，南アフリカとす
る）とは他国よりも長く親密な関係を保ち，南ア
フリカの人種差別政策に対して多くのアフリカ諸
国が反発し緊張状態にあった時期も，マラウイは
独自のスタンスを保ち国交を継続していた．これ
は，すでにその頃多くのマラウイ人労働者が南ア
フリカに出稼ぎに行っていたことが理由にある．
出稼ぎに行く労働者の家族は村落に住む貧困層が
多く仕送りを頼りに生活をしており，国交が断た
れれば家族は財源を失うため，南アフリカとのバ
ランスを保つことは国民の生活にとっても不可欠
であった．マラウイは経済的に自立が困難で，国
家予算の約 4 割6）を他国や国際機関からの援助に
頼っている．資源も国内産業も乏しく多くの物を
輸入に頼り，内陸国であるため輸入物品は陸路で
近隣諸国を介して輸送するため，偏りなく良好な
外交関係を保つことは必須である．
　圧政に対する批判を国内外から受けたカムズ・
バンダ大統領は 1994 年の総選挙で失脚．南部出
身ヤオ族のバキリ・ムルジが第 2 代大統領に就任
し，一党制から複数政党制へ変更になった．2004
年から任期を務めたビング・ワ・ムタリカ大統領
は，マラウイ政府に対し批判的な意見を述べて英
国大使を追放するなど欧米や国際機関との関係を
悪化させたが 2012 年に急死し，当時副大統領で
あったジョイス・バンダがマラウイで初の女性大
統領として就任した．その後，英国との国交は回
復されたが 2013 年のキャッシュゲート事件7）の
直後に，英国国際開発省 DfID（Department‌ for‌
International‌Development）や欧州連合，ノル
ウェー政府など主要支援国からの資金援助が一時
的に停止し，支援国や国際支援団体をはじめ国民
の政府に対する不信感はさらに高まった．実際に
は故ムタリカ大統領の時代から公金横領は行われ
ていたようだが，その影響を受けてジョイス・バ
ンダ大統領は 2014 年 5 月の総選挙で票を落とし，
前大統領ビング・ワ・ムタリカの弟であるピー
ター・ムタリカが現在の大統領として選出された．
　カムズ・バンダ初代大統領時代の行政で注目す
べき点は，地域別に国を区分したことである．こ
れは行政上だけでなく国民の属性に対する考え方
にも影響を与えており，出身民族よりも出身地域
で表すことが一般的である．民族よりも地域に属
性を置くことが，これまでマラウイに目立った民
族紛争がない理由のひとつとも考えられる．
2　文化と生活
　⑴　人口・言語・宗教
　①　人口
　マラウイ政府統計局の 2008 年人口調査によれ
ば，マラウイの総人口は 1,307 万 7,160 人，2014
年の世界銀行調査では 1,669 万 5,253 人と人口は
増加傾向にある．地域別に比較すると，南部が多
く北部は他地域に比べて少ない．言語別では，中
部と南部がどちらもチェワ語圏，北部がトゥンブ
カ語圏であるため，北部出身者は少数派である
（第 1 表）．
　②　言語
　マラウイの公用語は英語とチェワ語である．現
地語は複数あるが，主にチェワ族に属す人々が居
住する中部・南部ではチェワ語，広義のトゥンブ
カ族が大半を占める北部ではトゥンブカ語が日常
的に使用されている．どちらの地域においても，
セカンダリースクール（日本でいう中学・高等学
校にあたる．以下，セカンダリーとする）程度ま
での教育を受けた人は日常会話程度の英語は問題
なくできる．マラウイでは英語力と教育レベルが
おおよそ比例していると言える．
　③　宗教
　宗教はキリスト教徒が多く 2008 年の調査では
国民の 80％以上，次いでイスラム教徒が 10％強で
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ある．キリスト教の中にも ZCC（Zion‌Christian‌
Church），エホバの証人，CCAP（The‌Church‌
of‌Central‌Africa,‌Presbyterian）など異なる団体
が複数存在するが，どれも熱心な信者が多く，宗
教は生活の中で重要な位置を占めている．毎週日
曜に教会に通い，皆で祈り賛美歌を歌う．また，
人々が習慣的に教会に行くため聖職者の影響力は
強く，教会で男女が出会い結婚に至ることも珍し
くない．
　⑵　食文化
　①　シマ
　マラウイの主食はシマと米である．白いトウモ
ロコシ（メイズ）を乾燥させ，芯（軸）からもぎ
取った種子を製粉機にかけると，胚芽と種皮，中
心の白い部分に分かれる．その白い部分を粉にし
てお湯で練った食べ物がシマで，ねっとりとした
マッシュポテトのような食感である．手で一口大
につまみ取り，塩気の濃いおかずとともに食べ
る．おかずは牛肉，鶏肉，豆のひとつをトマトと
塩で煮たものが炒めた青菜と一緒に出される．村
では豆とシマが主流で，肉や米は価格が高いため
現金収入があったときや来客をもてなす時，クリ
スマスなどの特別な機会に食べる．村人はシマを
マラウイの国民的食事と呼び愛しているが，都会
や海外に住むマラウイ人はあまり好まず，貧しい
者が腹を満たすための食べものという位置づけに
ある．シマについては第 3 節で再び触れる（写真
1．以下，写真はすべて筆者撮影）．
　②　オバマ
　丸いバン型で身が詰まったパンである．一つ食
べると満腹になるため炭酸飲料と一緒に食べる昼
食として好まれている．村の小さな売店でも売ら
れており，町でも村でも人気が高い．名前の由来
はオバマ大統領だが，現地の人々が言うには，「瓶
1 本分のコカ・コーラで腹に流し込もうとしても
第 1表　地域別・県別人口（2008 年）
（単位：人）
地　域 県　名 県人口 地域人口
北　部
Chitipa 178,904‌
1,708,930‌
Karonga 269,890‌
Nkhata‌Bay 215,789‌
Rumphi 172,034‌
Mzimba 861,899‌
Likoma 10,414‌
中　部
Kasungu 627,467‌
5,510,195‌
Nkhotakota 303,659‌
Ntchisi 224,872‌
Dowa 558,470‌
Salima 337,895‌
Lilongwe 1,905,282‌
Mchinji 456,516‌
Dedza 624,445‌
Ntcheu 471,589‌
南　部
Mangochi 797,061‌
5,858,035‌
Machinga 490,579‌
Zomba 667,953‌
Chiradzulu 288,546‌
Blantyre 1,001,984‌
Mwanza 92,947‌
Thyolo 587,053‌
Mulanje 521,391‌
Phalombe 313,129‌
Chikwawa 434,648‌
Nsanje 238,103‌
Balaka 317,324‌
Neno 107,317‌
注：Mzimba,‌Lilongwe,‌Zomba,‌Blantyre のデータは
Rural と City に分かれており，その合計を 2 で
割って平均値を算出．Mzimba は元データに誤
りがあったため適宜修正した．
　　（The‌National‌ Statistical‌Office‌ of‌Malawi‌
「Malawi‌ 2008‌Census:‌Population Size and 
Composition」より作成）
写真 1　一般的なマラウイの食事．右がシマ
（2013 年 6 月 11 日撮影）
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食べきれないほど量が多くて強いから」だそうで
あるが，実際の理由は定かではない．オバマにつ
いては第 IV 章で再び触れる（写真 2）．
　⑶　労働形態の地域的な差異
　マラウイでは，国民の約 80％8）は小農家であ
る．北部では南部よりもタバコを栽培している世
帯が多く，収穫期になると南部農村の貧困層の一
部は北部へ一時的に移住し，季節労働者として収
穫作業に従事する．その際，妻や子供とともに家
族単位で出稼ぎに行く者も多く，人の移動は地域
間で非常に流動的である．収入を求める人の移動
はマラウイ全土を通して頻繁にあるが，上述の理
由から南部の人々の方が北部の人々よりも周期的
に他地域へ移住する様子が見受けられた．また，
収穫の繁忙期には作業を急ぐため，児童も労働力
として作業に従事させられることが問題になって
いる9）．
　村落地域では大半が農業中心の生活をしている
が，定収入のある家庭でも自宅の庭で穀物や野菜
を育てて日常食の足しにしている．作物の栽培に
は化学肥料の使用が主流で欠かせない必要経費と
なるが，現金収入の機会の少ない小農家10）の足
かせともなっている．大規模の灌漑農業はあまり
普及しておらず，小農家は鍬で畑を耕し雨期に降
る天水に頼って作物を育てている．年に一度収穫
した穀物を通年食いつなぐ生活をしているが，個
人での食糧備蓄は不安定なため国連など支援機関
の緊急食糧援助の対象になることもあり，過去に
は飢饉も発生した11）．そういった中でも，主食穀
物の備蓄率12）はマラウイ全体で 48.5％のうち，
北部 62.9％，中部 48.7％，南部 34.9％と，北部の
方が中南部よりも比較的安定していることが伺え
る．
3　民族と社会システム
　⑴　チェワ族とトゥンブカ族
　マラウイには 40 以上の民族と言語13）が存在す
ると言われている．北部ではトゥンブカ，ランビ
ア，ンコンデ，トンガ，また南アフリカを起源と
するンゴニなど，中部・南部にはチェワ，イスラ
ム教徒の多いヤオなどが居住している．異なる民
族間の結婚も多く，民族的な境界線はさほど厳格
ではない．
　第 1 節で述べたように，日常生活では個々の民
族よりも地域ごとに属性を区別することが多い．
広義には北部出身者はトゥンブカ族，中部と南部
出身者はチェワ族と見なされる．例えば，北部ラ
ンビア族はランビア語を話す別の民族であるが，
大枠ではトゥンブカ族に属し，トゥンブカ族の族
長チクラマイェンベを長とする．同様に南部ヤオ
族はチェワ族に属しチェワ族の族長を長とする．
また，たとえ他地域で生まれ育っても両親が北部
出身者であれば，行政上は北部出身と見なされ
る．中部・南部のチェワ族においても同様の条件
である．
　本論文では個々の小民族ではなく，上記の属性
基準に従い広義のトゥンブカ族・チェワ族を研究
対象としている．そのため，文中でトゥンブカ族
と記述する場合は，①北部出身のトゥンブカ族の
者，②厳密にはトゥンブカ族ではないが北部出身
でトゥンブカ族の族長を長とする者，③他地域で
生まれ育ったが両親が北部出身のため行政上は北
部出身と見なされる者を指す．チェワ族において
も，同様の条件を適用する．
　チェワ族とトゥンブカ族の文化的に顕著な違い
は，親族間における男女の立場の優位性である．
チェワ族は母系の文化で物や子は妻の所有とな
り，婚姻においては夫が妻の親族に帰属すること
になる．都会においてはこれに限ったことではな
いが，村落地域では夫婦は女性の実家の敷地内に
自分たち家族の家を建てる．離婚する場合は男性
写真 2　「オバマ」パン（2014 年 7 月 31 日撮影）
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が家庭を離れることになる．女性である妻に主権
があるように見えるが，実際の親族内の家長は父
方の長兄（つまり一番年上の伯父）であり，結婚
する際にも妻の父親ではなく伯父の許可が必要で
ある．子供の教育に関しても夫より伯父の発言に
重きを置き，夫が学費を払えない場合などは妻の
伯父が代わりにその役目を果たす．
　一方北部のトゥンブカ族は父系の民族で，女性
は夫の家に嫁入りする形になる．子供は夫の家族
（伯父）に属し，離婚した場合は妻が子供を置い
て家庭を離れることになる14）．このような文化的
背景もあり，トゥンブカ族は男性優位で女性は脆
弱な立場に置かれており，実際に学校教育におい
ては，男子を優先して通学させ女子は家事手伝い
をさせる家庭もある．しかし実際には，チェワ族，
トゥンブカ族のどちらも男性である伯父が実父よ
りも権力のある「父」と見なされ，親族の長であ
ることには変わりない．また，チェワの女性でも
親族のいる地域を離れれば脆弱な立場に置かれる
ことはある．このように，女性は男性よりも弱い
立場に置かれており，女性の生活には男性や家長
の意向が大きな影響力を持っている．
　⑵　モラルと相互扶助
　マラウイは，「The‌warm‌heart‌of‌Africa（ア
フリカの温かい心）」と称されることもあり，人々
は穏やかな気質で親しみやすい．一般的に争いご
とや荒い言葉や表現を好まず，上下関係と規律を
重んじ，権力や目上の者に従順な人々である．ま
た，杉村（2012）が述べているような他のアフリ
カ諸国にも見られる相互扶助的な社会システム
は，マラウイにも存在する．以下，聞き取り調査
による事例を挙げてマラウイの独特な社会システ
ムを説明する．
　ムレンガ氏が中部ムチンジ県に居住していた
2002 年，マラウイは全国的な飢饉に見舞われた．
特に中部と南部では食糧不足が深刻で町ではシマ
粉が手に入らず，人々はザンビアから運ばれてく
るガガ15）をシマ粉より高額な値段で買っていた．
ガガを買う金さえない人々は草や木の皮を食べ，
命を落とす人もいた．ムレンガ氏の両親は北部出
身なのでなんとか家庭にシマ粉を確保しておくこ
とができた．その頃，よく家に客人が訪ねてきた
という．午前中から昼をまたいで話をしていくた
め，ムレンガ氏の親は昼食を食べて行くよう促
す．貧富の差に関わらず，マラウイの家庭では食
事を振る舞うのが客人への礼儀であるが，ムレン
ガ氏宅に来る客人はシマ粉があることを知ってお
り，お腹が空いて食べ物のないときに訪ねてきて
は長話をし，食事をしてから帰る．ムレンガ氏の
家族も，言葉にせずとも事情を理解していていつ
も通りに受け入れる．お互いに困難な状況下で
あっても自分たちの文化的モラルに則った行動を
する，このような社会システムをマラウイでは目
にすることがある．
　また，別の特徴的なモラル的社会システムとし
て，親族への学費支援も一般的である．公務員や
NGO 職員のような定収入のある成人は，大半が
何かしらの扶助をしている．マラウイの農村では
現金収入の額も機会も少ないため，子供たちの学
費を払う余裕のない家庭が多い．その場合，親族
内で定収入のある誰かが支援することになるが，
たいていの場合は一族16）の年長者が支援者を特
定して話を持ちかけ，被支援者とつなげるパイプ
役を果たす．また，誰にでも支援するわけではな
く，被支援者の素行，人間性，将来性を見極めて
判断する．素行が悪ければたとえ一族の者であっ
ても支援が打ち切られる場合もある．農村出身の
被支援者が町の学校に通う場合，たいてい支援者
の家に一緒に住み，料理，洗濯，掃除などの身の
回りの家事を担当する‌．定収入があっても決し
て裕福なわけではない．上述のムレンガ氏は農業
省に勤める公務員で月収 15 万クワチャ（37,500
円）17）だが，私立のセカンダリースクールに通う
姪の学費を支援している．支援額は年間少なくと
も 51 万クワチャ（127,500 円）以上になり，支援
者の年収 180 万クワチャ（45 万円）の 3 分の 1
弱を占めている．他に 2 人の公立学校に通う学生
も支援しており，給料だけでは生活していけな
い．他の有職者同様，職場の研修やミーティング
に参加すると支給される出張手当や宿泊費を頼り
になんとか支援をしているが，「支援することは
経済的には大変だが重荷だと感じたことはなく，
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人を支援することは自分にも満足感を与え，被支
援者が立派な大人になって自分が支援したことを
覚えていてくれればそれでよい」と言う．筆者や
外国人たちがマラウイを去る際に「何か思い出の
品を置いていってくれないか」とよく言われた
が，マラウイの文化では「記憶に残る」ことが重
要なように感じた．これも伝統的には独自の文字
を持たず，歴史を口承伝達してきた名残なのかも
しれない．
　また，被支援者は血縁者であることが多いが，
そうでない相手を支援する場合もある．元教師で
あったムレンガ氏は元教え子である青年の学費を
支援していた．教え子は 2 歳で実母を失くし，父，
再婚した義母，その間にできた妹と共に南部の町
から北部ムジンバ県に越してきたが，セカンダ
リー修了間近で父が他界．病気の義母と幼い妹と
共に残され，当時の担任教師だったムレンガ氏に
相談したのが始まりだった．数年後，青年から
「もう一度勉強して MSCE18）（Malawi‌School‌Cer-
tificate‌of‌Education‌Examination）を受験した
い」と支援をお願いされたときは，自宅に住まわ
せながら青年が MSCE に良い点数で合格するま
での数年間学費と生活を支援した．しかし，仕事
上外泊の多かったムレンガ氏の代わりに姉が滞在
していたときに「一族でない者をなぜ支援するの
か．家事もろくにしていないのに」と青年への支
援に不快感を示し，ムレンガ氏が長期出張の際に
理由をつけて追い出してしまった．たとえ本人が
支援すべきと思っても，親族が自分たち一族の誰
かが享受すべき富を外部の者に与えていることに
嫉妬して，本当の弱者に支援が行き渡らない例を
ここに見ることができる．
　この 2 つの事例から言えることは，①相互扶助
の考え方は浸透していて困難な状況では食糧・金
銭に関わらず支援は当然のこととして捉えている
こと，②一族の富は親族の者が享受すべきという
考えの人もいるが，親族内外に関わらず被支援者
の置かれた状況と人間性を見て支援すべきだと考
える人もいることである．また，③この相互扶助
の関係は，マラウイの貧困層の生活になくてはな
らないセーフティネットでもある．貧しいからこ
そ存続している社会システムは，人と人とを持ち
つ持たれつの関係で強くつないでいる．
Ⅲ　教育制度 
1　マラウイの教育制度
　マラウイは行政上，北部 6 県，中部 9 県，南部
13 県の 3 地域 28 県に分けられることは先述した
が，教育分野に関しては区分が異なり，北部，中
東部，中西部，南東部，南西部，山岳部の 6 地域
に分けられる．地域はさらに小規模の県（Dis-
trict）に分けられ，県はさらに複数の学区（Zone）
に分けられている．
　1964 年の独立以来，マラウイは初等中等教育
制度を導入した．英国の教育制度を踏襲した
8-4-4 制を採用しており，プライマリースクール
（日本でいう小学校にあたる．以下，プライマリー
とする）での初等教育 8 年，セカンダリースクー
ルでの中等教育 4 年，その後高等教育を受ける者
は 4 年制（学部によっては 6 年制）の大学へ進学
する．
　1994 年に初等教育の無償化が決定したため翌
年の入学率が一時的に激増したが，授業について
行けず中退する学生も多かった（第 4 図）．また，
教育自体は無償であるものの，施設管理費を納め
なければ通学を許可しない学校も多くあり，筆者
の居住していた学区では，プライマリーに年間
150 クワチャ（約 37.5 円）の費用が課されていた．
マラウイには戸籍制度がなく子供の生年月日が正
確にわからない場合も少なくないため，プライマ
リー入学許可の基準は年齢ではなく，腕を頭の上
から逆側に伸ばして手で逆側の耳に触れられるこ
とが入学基準となっている（右手で左耳を触る，
またはその逆）．出生登録の制度がなく，家庭の
事情で入学年齢が異なることが一般的なマラウイ
の独特な制度である．授業は 1 年生から 4 年生ま
では各地域の現地語で，5 年生からチェワ語以外
の科目は基本的に英語で行われる．8 年生の終わ
りに国家試験 PSLC19）（Primary‌School‌Leaving‌
Certificate）を受け，合格した者はセカンダリー
に進学できる．
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　セカンダリーでもチェワ語以外の全科目の授業
が英語で行われる．在学中，学生は 2 度の国家試
験を受けることになり，2 年生修了時に JCE20）
（Malawi‌Junior‌Certificate‌Examination）を受け
て合格した学生のみが 3 学年に進み，4 年生修了
時に MSCE を受けるが，ここで重要になるのは
MSCE の成績である．日本では高校卒業を修了
と見なし，卒業さえしていれば高校卒業時の成績
が社会人になってから就職に影響することはまれ
である．マラウイではセカンダリー4 年生までの
教育を受けていても国家試験の MSCE に合格し
なければ中等教育を修了したとは見なされず，不
合格だった学生は再び 4 年生として勉強し翌年受
験することになる．また，MSCE の得点は就職
活動や職場の研修制度に応募する際の採用基準と
しても使用されるため，仕事をしながら再度セカ
ンダリーの科目を勉強して MSCE を再受験し，
さらに高得点取得を目指す社会人が多い．筆者の
同僚である地方公務員の同僚も数名，仕事後にセ
カンダリーの夜間コースへ通学していた．
　大学へ入学するには 2 つの試験結果が基準とな
る．ひとつは先述の MSCE で，必須科目である
英語を含めた成績の良い 6 科目の成績が合否判定
に採用される．もうひとつは，大学入学試験
（University‌of‌Malawi‌Entrance‌Examination）
である．希望する大学の学部によっては，理数系
科目で良い得点を得ることが希望の道へと進める
か否かの分かれ目にもなる．
2　教育事情の地域差
　教育事情は地域によって差異が見られる．この
節では，北部と中南部の教育に関するデータを比
較し，そこから読み取れる内容を考察していく．
　まず，教育事情を把握するにあたって，ひとつ
の指標となるのは識字率である．第 2 表を見てわ
かるように，マラウイの識字率は国全体で 55％
と全体的に低い．特に村落地域では年配の女性で
自分の名前を書けない人が珍しくなく，子供に頼
んで自分の名前を書いてもらう場合が何度かあっ
た．先述のとおり，マラウイでは英語とチェワ語
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けず中退する学生も多かった（第４図）．また，教
育自体は無償であるものの，施設管理費を納めな
ければ通学を許可しない学校も多くあり，筆者の
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クワチャ（約37.5円）の費用が課されていた．マ
ラウイには戸籍制度がなく子供の生年月日が正確
にわからない場合も少なくないため、プライマリ
ー入学許可の基準は年齢ではなく，腕を頭の上か
ら逆側に伸ばして手で逆側の耳に触れられること
が入学基準となっている（右手で左耳を触る，ま
たはその逆）．出生登録の制度がなく，家庭の事情
で入学年齢が異なることが一般的なマラウイの独
特な制度である．授業は１年生から４年生までは
各地域の現地語で，５年生からチェワ語以外の科
目は基本的に英語で行われる．８年生の終わりに
国家試験 PSLC19 ）（Primary School Leaving 
Certificate）を受け，合格した者はセカンダリー
に進学できる． 
 セカンダリーでもチェワ語以外の全科目の授業
が英語で行われる．在学中，学生は2度の国家試
験を受けることになり，２年生修了時に JCE20）
（Malawi Junior Certificate Examination）を受
けて合格した学生のみが３学年に進み，４年生修
了時に MSCE を受けるが，ここで重要になるのは
MSCEの成績である．日本では高校卒業を修了と見
なし，卒業さえしていれば高校卒業時の成績が社
会人になってから就職に影響することはまれであ
る．マラウイではセカンダリー４年生までの教育
を受けていても国家試験の MSCE に合格しなけれ
ば中等教育を修了したとは見なされず，不合格だ
った学生は再び４年生として勉強し翌年受験する
ことになる．また，MSCEの得点は就職活動や職場
の研修制度に応募する際の採用基準としても使用
されるため，仕事をしながら再度セカンダリーの
科目を勉強してMSCEを再受験し，さらに高得点取
得を目指す社会人が多い．筆者の同僚である地方
公務員の同僚も数名，仕事後にセカンダリーの夜
間コースへ通学していた． 
 大学へ入学するには2つの試験結果が基準とな
る．ひとつは先述のMSCEで，必須科目である英語
を含めた成績の良い6科目の成績が合否判定に採
用される．もうひとつは，大学入学試験
（University of Malawi Entrance Examination）
である．希望する大学の学部によっては，理数系
科目で良い得点を得ることが希望の道へと進める
か否かの分かれ目にもなる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第４図 初等教育無償化制度導入前後の入学者数（実線）と中退率（破線）の変化 
（UNESCO「UIS Statistics」より作成） 
 
第 4図　初等教育無償化制度導入前後の入学者数（実線）と中退率（破線）の変化
（UNESCO「UIS‌Statistics」より作成）
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を公用語と定めている．北部で一般的に使用され
ているトゥンブカ語はチェワ語の次に広く使用さ
れている言語だが，チェワ語よりは少数派言語の
位置づけにある．また，チェワ語は英語と同様に
学校教育で必修科目にもなっているため，中等教
育を修了した者は必然的に公用語である英語と
チェワ語を高いレベルで習得していると言える．
　また，第 2 表の北部における 5 歳以上の識字者
人口の割合を見ると，国全体平均と比べて 10％
高い．一方，中部と南部はいずれも平均を下回っ
ている．男女別の数値では，男性の識字率が中南
部では 60％前後であるのに対して，北部男性は
69％と高い．女性の数値は地域差がさらに顕著
で，中南部の 40％後半に対し，北部は 62％と男
性の全国平均も上回っている．村落地域において
はその差はさらに大きくなり，南部と比べると
19％も多くの北部村落女性が識字者であることが
わかる．このことから，北部は国内の他地域と比
べて男女ともに識字率が高く，特に女性の識字率
の高さが顕著であると言える．
　次に識字者の使用言語を見てみる．まず，各地
域の合計を見ると，北部で最も多いのは「英語・
第 2表　地域別・都市村落別・性別にみる 5 歳以上人口の識字者率
　　（数値は 5 歳以上人口比％）‌ （数値は識字者比％）
識字者 男 女 英語のみ
チェワ語
のみ
英語・
チェワ語
その他
言語のみ
英語・
その他
チェワ語・
その他
英語・
チェワ語・
その他
マラウイ
マラウイ
合 計
計 55％ 61％ 50％ 0.6‌ 48.5‌ 33.4‌ 2.3‌ 0.2‌ 5.3‌ 9.7‌
都 市 計 78％ 80％ 75％ 0.8‌ 30.7‌ 51.0‌ 0.7‌ 0.4‌ 2.8‌ 13.6‌
村 落 計 51％ 57％ 45％ 0.6‌ 53.4‌ 28.5‌ 2.7‌ 0.1‌ 6.0‌ 8.7‌
北 部
北部合計 計 65％ 69％ 62％ 0.4‌ 10.9‌ 7.8‌ 12.3‌ 0.3‌ 26.2‌ 42.1‌
都 市 計 79％ 81％ 78％ 0.5‌ 12.3‌ 12.5‌ 4.0‌ 0.4‌ 13.9‌ 56.4‌
村 落 計 63％ 67％ 60％ 0.4‌ 10.6‌ 6.8‌ 14.0‌ 0.3‌ 28.7‌ 39.2‌
中 部
中部合計 計 53％ 59％ 48％ 0.6‌ 57.5‌ 36.4‌ 0.4‌ 0.1‌ 1.4‌ 3.5‌
都 市 計 74％ 77％ 71％ 1.0‌ 34.2‌ 54.6‌ 0.4‌ 0.4‌ 1.4‌ 8.0‌
村 落 計 49％ 55％ 44％ 0.5‌ 63.9‌ 31.5‌ 0.4‌ 0.1‌ 1.3‌ 2.3‌
南 部
南部合計 計 53％ 60％ 47％ 0.6‌ 53.3‌ 39.5‌ 0.5‌ 0.1‌ 1.7‌ 4.1‌
都 市 計 80％ 83％ 77％ 0.6‌ 32.4‌ 57.7‌ 0.2‌ 0.4‌ 1.2‌ 7.4‌
村 落 計 48％ 55％ 41％ 0.6‌ 59.8‌ 33.9‌ 0.6‌ 0.0‌ 1.9‌ 3.1‌
（The‌National‌Statistical‌Office‌of‌Malawi「2009‌Malawi‌Statistical‌Yearbook」より作成）
第 3表　居住地域別にみる 15 歳以上人口の最終学歴
学歴レベル なし PSLC JCE MSCE 大学 合計
全　　国 74.2‌ 10.8‌ 8.3‌ 5.2‌ 1.6‌ 100‌
都　　市 44.5‌ 15.3‌ 17.8‌ 15.8‌ 6.6‌ 100‌
村　　落 80.1‌ 9.9‌ 6.4‌ 3.0 0.6‌ 100‌
北部村落 71.4‌ 14.8‌ 9.3‌ 3.7‌ 0.8‌ 100‌
中部村落 80.4‌ 9.7‌ 6.4‌ 2.9‌ 0.6‌ 100‌
南部村落 82.4‌ 8.5‌ 5.6‌ 3.0‌ 0.5‌ 100‌
北　　部 66.7‌ 15.3‌ 11.4‌ 5.3‌ 1.4‌ 100‌
中　　部 75.1‌ 10.5‌ 8.2‌ 4.8‌ 1.5‌ 100‌
南　　部 75.5‌ 9.8‌ 7.5‌ 5.5‌ 1.8‌ 100‌
（The National Statistical Office of Malawi「2009 Malawi Statistical Yearbook」より作成）
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チェワ語・その他（42.1％）」である．一方中部
と南部では「チェワ語のみ」の割合が最も多く，
中部で 57.5％，南部で 53.3％と最も多い．村落に
おける数値を見ても，北部では「英語・チェワ
語・その他（39.2％）」と最も多く，中部・南部
では「チェワ語のみ」が半数以上を占めている．
チェワ語は中部・南部において日常的に使用して
いる言語であるが，北部においては学校教育を受
けた人でなければ日常で使用することはあまりな
い（公的機関や NGO 団体職員を除く）．このよ
うに，北部では 2 つの公用語を両方とも習得して
いる人の割合が中部・南部よりも多いことから，
基礎教育を習得している人の割合が高いと言える．
　また，最終学歴を示した第 3 表で地域ごとの合
計を見ても，学歴なしの割合が北部は 66.7％と最
も低く全国平均を下回っている．また，PSLC，
JCE 取得者の数値でも，他地域に大きく差をつ
けて上回っている．しかし MSCE の数値では全
国値とほぼ変わらず，大学卒業者の割合になると
全地域で比較して最も低くなる．村落地域を比較
すると，北部は中部・南部より PSLC では 5％の
差をつけていたが，大学になると 0.8％と最も高
い数値を維持しているものの差は 0.2～0.3％程度
にとどまっている．この結果から北部の学生の進
学率は高等教育に進むにつれ激減すると言える
が，なぜだろうか．次節ではその要因について考
察していく．
3　入学者率割当制度
　マラウイでは公立セカンダリースクールと大学
への入学者を選考する際に，特定の属性に対して
あらかじめ採用する割合を決めておく入学者率割
当制度21）（以下，割当制度とする）を適用してい
る．この割当制度には 2 種類あり，ひとつは性別，
もうひとつは出身地域別に入学者率が割り当てら
れる．
　まず，出身地域別の割当制度について説明す
る．マラウイの大学入学に割当制度が導入された
のは 1988 年のカムズ・バンダ大統領の時代で
あったが，1993 年の失脚とともにこの制度は一
度廃止された．しかし，2009 年にビング・ワ・
ムタリカ大統領が再選された際に再び導入される
ことになった．割当制度による入学者選考方法と
特権の内容は毎年微妙に変化するが，おおよそ以
下のとおりである．①各県で MSCE の成績上位
10 名は入学試験を受けずに自動的に割当制度で
大学に入学できる．②割当制度枠で選ばれた学生
たちは，政府から学費と生活費の一部支援を受け
られる．③その他の学生は入学試験で選考され，
政府からの支援はなく自費で学費，生活費，住居
費を工面する．④入学試験で入学する学生は，国
内総人口に対する出身県人口の割合で各県の採用
人数枠が決まる（第4表）．マラウイは北部，中部，
南部の 3 地域に分けられるが，北部は主にトゥン
ブカ族，中南部は主にチェワ族に属す人々が居住
している．先述のとおり，北部では中部・南部よ
りも教育に重きを置く家庭が多いため，学力も全
体的に高く進学意向が強い．成績のみを基準に入
学選考すると，学力の高い北部の学生たちが多く
選ばれ，中南部では大学に入学できる学生が少な
くなる．こういった地域的な進学割合の偏りをな
くし，国全体の水準を上げるために導入された制
度だったが，当然ながら北部の人々からは猛反発
を受けた．この割当制度のもとで大学へ進学する
場合，地域ごとの割合制限を設けることで不平等
が生じる．例えば，まったく同等の成績の学生が
北部と南部にいるとして，南部の県出身者ならば
入学できるが，北部出身者だと枠を競う他の学生
たちのレベルが高いため入学者枠から落ちてしま
う．割当制度の採用によって，特定の条件を満た
した学生が大学進学の機会と経済的な特権を与え
られる一方で，試験ではその学生よりも高い成績
でも出身地が原因で同等の機会を与えられない学
生もいるという矛盾を抱えている．
　もうひとつの男女比率割当制度については，女
子学生の進学促進を目的に，先に述べた地域別割
当制度よりも先の 1972 年に導入された22）．この
制度により，おおよそ 3 分の 1 のセカンダリース
クール入学枠が女子学生のために現在でも確保さ
れている．また大学では 1980 年代から 30％の枠
が女子学生に確保され（第 5 表），男子学生より
も低く合格基準が設けられている．この 2 つの規
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定導入後に女子の進学は少しずつ向上してはいる
が，第 4 表の女子の割当率をみてもわかるように，
北部の女子学生は，地域別と性別どちらで比べて
も最も採用枠が狭く，高等教育への進学において
不利な立場に置かれている．女子学生の学力が向
上するに従って確保する割合を見直すか，別の方
法を考える必要がある．
　上記のように，割当制度は高等教育への進学に
おいて中南部よりも北部の学生に大きく制限を与
えていることがわかった．一方で，制度があれば
その抜け道を考える人が出てくるものであり，こ
の場合も例外ではない．北部学生の中には，新聞
の死亡欄などで探した南部の名字（姓）を自分の
姓として使い，南部県出身者として受験する学生
もいる．これも戸籍や出生登録制度が存在しない
からこそ可能な手段である．また，若い方がチャ
第 4表　地域別割当制度を適用した場合の地域・県・性別の入学者率
県　名 人口（人）‌‌‌‌
県別総人口比
（％）
‌地域別人口率
（％）
男子の割当率
（70％）
女子の割当率
（30％）
北部
マラウイ 13,077,160‌ 100％ 100％ 70％ 30％
Chitipa 178,904‌ 1.4％
13.1％ 9.1％ 3.9％
Karonga 269,890‌ 2.1％
NkhataBay 215,789 1.7％
Rumphi 172,034 1.3％
Mzimba 861,899‌ 6.6％
Likoma 10,414‌ 0.1％
中部
Kasungu 627,467‌ 4.8％
42.1％ 29.5％ 12.6％
Nkhotakota 303,659‌ 2.3％
Ntchisi 224,872‌ 1.7％
Dowa 558,470‌ 4.3％
Salima 337,895 2.6％
Lilongwe 1,905,282 14.6％
Mchinji 456,516‌ 3.5％
Dedza 624,445‌ 4.8％
Ntcheu 471,589‌ 3.6％
南部
Mangochi 797,061‌ 6.1％
44.8％ 31.4％ 13.4％
Machinga 490,579‌ 3.8％
Zomba 667,953‌ 5.1％
Chiradzulu 288,546‌ 2.2％
Blantyre 1,001,984‌ 7.7％
Mwanza 92,947 0.7％
Thyolo 587,053 4.5％
Mulanje 521,391‌ 4.0％
Phalombe 313,129‌ 2.4％
Chikwawa 434,648‌ 3.3％
Nsanje 238,103‌ 1.8％
Balaka 317,324‌ 2.4％
Neno 107,317‌ 0.8％
注：人口数値は 2008 年のデータを使用し，割合は筆者が算出した．Mzimba の数値は元データに誤りがあったため，著者が
計算した数値を記入した．（The‌National‌Statistical‌Office‌of‌Malawi‌「2008‌Main‌Census‌Report」より作成）
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ンスをもらえる可能性が高いとの理由で，就職活
動や進学時に年齢を偽って申請する者も珍しくな
い．しかし，このような手段を使わなければ希望
者が進学できないような制度は改変すべきである．
　この割当制度は明らかに①特定地域出身者の社
会進出と能力向上の機会を妨げており，②学習意
欲と将来への希望をあきらめに変えて国全体の能
力低下を招く原因にもなり得る．また，③他地域
に対する恨みや嫉妬が民族的反感へつながること
も懸念される．今後の人材育成や国全体の発展を
考える上でも，早急に対策が必要な重要課題であ
る．割当制度が導入されたり廃止されたりする背
景には，大統領の意向や決定が大きく関わる．こ
れまで大統領に北部出身者はおらず，北部の人々
は進学と社会進出の機会を奪われたと感じている
ため，いずれ民族的，地域的な反発を招きかねな
い．国全体の教育水準を底上げするためには，優
秀な人々の教育の機会を妨げるのではなく，遅れ
ている地域や人々への能力向上対策を立てるべき
である．
　2014 年の総選挙で大統領となったピーター・
ムタリカ氏は，この地域別の割当制度を廃止する
と宣言し，北部のムジンバ県に大学を建設する予
定だと述べている．入学希望者に対する施設の不
足解消は国民の切実な願いである．運営資金の調
達，教育者の人材不足，急激な学費の値上げなど
課題は山積みであるが，実現すれば北部の学生は
現状よりも少し将来に希望を持てるようになるだ
ろう．‌
Ⅳ　教育属性別にみる女性の生活
1　調査対象者の属性別生活比較
　第Ⅲ章では教育制度によって生じる地域的差異
について考察してきた．この章では，このような
教育制度を経て社会人となった最終学歴の異なる
3 人の女性を事例として挙げ，それぞれの生活と
仕事における構成要素を属性別に分けて比較する
（第 6 表）．女性たちは 3 人とも北部地域の出身者
で，属性は①博士号を持つ「高学歴」，②セカン
ダリーを修了した「一般学歴」，③プライマリー
を中退した「低学歴」に分ける．対象者たちの現
状を比較し，教育またはその他の要素が女性の生
活に与えている影響を考察していく．
　⑴　高学歴
　ウシスカ氏（仮名）は，カタベイ県のトンガ族
出身の女性である．ウシスカ氏は親の出身地カタ
ベイ県で生まれたが，幼少時代の大半を首都リロ
ングウェで過ごし，カタベイへは長期休暇に帰省
する程度であった．両親とはトンガ語とトゥンブ
カ語で話をし，居住地域はチェワ語圏であるため
3 つの現地語が話せる．また，質の高い教育を受
けているため当然ながら英語も堪能である．現在
は，国際機関職員として日本に派遣された夫とと
もに来日し，現在も 1 歳半の子供と 3 人で暮らし
ている．
　プライマリースクール入学は 4 歳だった本人が
希望して親にお願いし，入学審査（Ⅲ章 1 節参照）
を通過し入学した．8 年間の初等教育を終え，セ
第 5表　男女比割当制度導入後の
女子学生入学率の変化
入学年
（7 月）
マラウイ大学の入学者数
男子 女子 女子入学％
1980‌ 1,295‌ 409‌ 24.0‌
1981‌ 1,454‌ 346‌ 19.2‌
1982‌ 1,463‌ 347‌ 17.4‌
1983‌ 1,754‌ 370‌ 18.3‌
1984‌ 1,605‌ 359‌ 18.2‌
1985‌ 1,615‌ 359‌ 22.5‌
1986‌ 1,688‌ 489‌ 21.2‌
1987‌ 1,800‌ 484‌ 21.3‌
1988‌ 1,837‌ 498‌ 21.4‌
1989‌ 2,109‌ 574‌ 22.9‌
1990‌ 2,244‌ 669‌ 23.6‌
1991‌ 2,481‌ 766‌ 21.1‌
1992‌ 2,766‌ 755‌ 23.3‌
1993‌ 2,824‌ 860‌ 24.7‌
1994‌ 2,703‌ 888‌ 25.6‌
注：‌マラウイの会計年度は 7 月始まり．（Promoting‌girls’‌
education‌in‌Africa‌-‌The‌design‌and‌implementation‌
of‌policy‌ interventions－Education‌Research‌Paper‌
No.‌25,‌1998「Table‌5:‌Total‌enrollments‌by‌Gender‌at‌
the‌University‌of‌Malawi‌and‌ teacher‌ training‌col-
leges」より作成）
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カンダリースクールを卒業後は以前から興味の
あった生物学の勉強をするため，マラウイ大学に
進学した．大学の先輩の勧めで英国へ修士留学を
する予定でいたが，教師からアフリカ南部の国へ
の奨学金留学を勧められて申し込みし合格した．
2 年間の修士留学を終えた後マラウイに戻り，欧
州で博士号を取得する奨学金プログラムに合格．
欧州配属先の研究機関から北欧の研究所に派遣さ
れ 2 年間研究員として勤務し，博士号を取得して
帰国した．帰国後は 2 年間病院内で研究者として
働き結婚後に退職，夫の転任と共に来日した．コ
ンサルタント業務は始めたばかりだが，専門書の
執筆を無事終えて編集者の確認を待つ段階であ
る．執筆活動は，出産し子育てが落ち着いた頃に
夫から勧められた．大学時代からの友人関係に
あった 2 人は夫婦となり，互いの良き理解者であ
る．
　ウシスカ氏の経歴から言えることは，教育制度
第 6表　学歴別属性による北部女性の生活比較
学歴別属性 高学歴 一般学歴 低学歴
基本情報
氏名 J・ウシスカ（仮名） L・ムホネ（仮名） D・ゴンドウェ
民族 トンガ トンガ トゥンブカ
出身地域／県 北部／カタベイ県 北部／カタベイ県 北部／ルンピ県
育った地域 リロングウェ（首都） カタベイ ルンピ
居住地 日本，関東 ルンピ県中心地 ルンピ県チスケンバ村
年齢（2015 年現在） 30 代 30 歳 30 代
配偶者 あり なし あり
婚姻関係 既婚 離婚 既婚
支　援
扶養義務のある家族 夫，子 1 人
父母，妹 2 人，弟 1 人，
子 2 人
実父，夫，子 4 人
家族以外への支援 している
していない
（扶養家族のみ）
していない
（扶養家族のみ）
教　育
使用可能な言語
英語
チェワ語
トゥンブカ語
トンガ語
英語
チェワ語
トゥンブカ語
トンガ語
トゥンブカ語
学歴
プライマリー修了
セカンダリー修了
大学（学士取得）
大学院（修士号取得）
PhD 取得
プライマリー修了
セカンダリー修了
MSCE 合格
私立大学（中退）
プライマリー中退
奨学金・無料技術教
育などの優遇制度‌‌‌‌‌‌‌‌‌‌
修士・博士は奨学金にて
他国留学
なし パン焼きの技術講習
仕　事
（本人）
雇用形態 フリーランス 個人契約従業員 自営業
仕事内容
コンサルタント
専門書籍の執筆
タイピスト パンの卸売りと直販
勤務地 自宅 地方公共団体 自宅，店舗
収入源 契約先 契約先 得意先，不特定多数の顧客
収入額（推定） 案件ごとに異なる 20,000 クワチャ／月 186,000 クワチャ／月
仕　事
（配偶者）
配偶者の仕事 国際機関職員 なし 自転車タクシー運転手
収入（推定） 不明だが高収入で定期的 なし
8,000 クワチャ／月程度
で不定期
※学歴別属性「一般学歴」のムホネ氏の詳細は 2014 年調査時点の詳細で，2015 年 12 月現在とは異なる．
（聞き取り調査により筆者作成）
マラウイにおける女性の教育歴とそれに基づく社会生活に関する一考察
―‌37‌―
の利点を存分に享受していることである．また，
周囲には親も含め，彼女の進学を支える良き助言
者が多い．彼女自身に高い能力と人望があるのは
もちろんだが，両親，先輩，教師など，周囲の支
援者が適切なタイミングで情報を提供し，ウシス
カ氏の将来を後押ししている．これは，周囲の
人々も教育に重きを置く人が多いからである．生
活拠点が変化しても仕事を続けられるという地理
的な制限を受けない柔軟性があり，専門性を活か
した高収入の仕事が見込める．妻が働くことに対
する夫の考え方次第では，これまで受けて来た高
レベルの教育と専門性を活かしきれない可能性も
あるが，本人と同様に高等教育を受けた人との交
流が多くなると考え方や価値観の近い男性が配偶
者となる可能性が高くなるため，働くことに反対
される可能性は低い．夫と妻の両方が収入の高い
仕事を得ることで，経済的に生活をさらに安定さ
せることができるのもこの層の特徴である．
　⑵　一般学歴
　調査を実施した時期，ムホネ氏は地方の政府部
局であるルンピ県コミュニティ開発局でタイピス
トとして働いており，パソコンで報告書や企画書
などの書類作成を中心に，オフィス内の清掃や雑
用も担当していた．地方の職場ではパソコン操作
が苦手な従業員が多く，今も手書きで書類を作成
することがあるためタイピストの従業員を雇う必
要がある．職場は地方公共団体であるが，ムホネ
氏自身は職場から直接雇用された従業員であり公
務員ではない．給料は政府からではなくオフィス
の予算から支払われるが，2012 年度のオフィス
全体の予算は年間約 480 万クワチャ（120 万円）
で慢性的な資金不足状態にある．月給は 2 万クワ
チャ（5,000 円）だった．
　セカンダリーを修了し MSCE の試験を受けた
が，公立大学へ入学するほどの優秀な成績を取れ
なかったためより費用の高い私立の大学へ入学し
た．だが，小農家の両親には高額の学費を支払う
ことはやはり厳しく，中退せざるを得なくなった．
　2009 年に離婚した元夫（娘たちの父親）は南
部出身のチェワ族で，ムホネ氏は北部出身であ
る．子供の属性は文化的背景で言うと父か母か判
断しがたいところだが，話し合いでムホネ氏が引
き取ることに決まった．2 人の娘を育てるシング
ルマザーで，元夫からの仕送りはない．現在娘達
はカタベイ県にいるムホネ氏の両親の元で暮らし
ている．兄弟姉妹の中では二番目だが，南アフリ
カで働く一番上の姉は家族に仕送りせず，ムホネ
氏が両親，妹，弟，自分の娘たちの支援を 1 人で
引き受けている．妹は来年大学（マラウイ大学）
へ入学が決まったため，その学費を工面しなけれ
ばならなくなった23）．生活は非常に厳しく，同僚
から生活費を借りることもあった．彼女のように
収入が著しく少ない上に扶養義務のある家族が大
勢いる女性にとって，安定した職を持つ男性との
結婚は生活を安定させる要因にもなりうるが，離
婚後の現在は独身である．しばらく一人で生きる
と決め 2015 年 10 月から南アフリカに出稼ぎに行
き，現在は白人家庭で清掃婦として住み込みで働
いている．月給はマラウイ通貨に換算して 10 万
クワチャ（25,000 円）で，マラウイでの仕事の 5
倍である．給料の一部は家族へ仕送りし，主に父
の家を建てる資金，父のソーラーパネルを購入す
る資金に充てる．自分でも少しずつ貯金して，帰
国したら再び大学で勉強し会計士の仕事をするこ
とが目標である．現実は厳しいが，少なくとも教
育はムホネ氏に貯金の動機と今後の人生の目標を
与えている．
　⑶　低学歴
　ゴンドウェ氏は北部ルンピ県の中心地から
20‌km ほど離れた村に住んでいる．家族構成は実
父，夫，4 人の子供である．初等教育の 4 年生で
通学をやめて，プライマリーは卒業しておらず，
使用言語はトゥンブカ語のみである．自分の名前
は書けるが筆記はあまり得意ではない．夫は自分
で所有する自転車タクシー24）の運転手として生
計を立てているが，稼ぎは日によって激しく差が
あり，おそらく平均して一日 500 クワチャ（125
円）前後，稼働日は不定期なため月にすると多く
ても 8,000 クワチャ（2,000 円）程度と思われる．
ゴンドウェ氏は 2009 年に NGO 団体の支援で「オ
バマ」パンのつくり方の講習を受けた．講習の前
から利益の低い揚げパンの製造・販売はしていた
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が，2011 年からはオバマも売り始めた．当初は
数日に一度 20 個ほどつくり近隣の村で売り歩い
ていたが，そのうち周辺から客が出向くように
なったため，自宅脇に小さなキオスクを設けた．
その後も安定的に売れ行きを伸ばし，2014 年 8
月には 10‌km ほど離れた隣町の店舗まで売りに
行くようになった．売りに行く際は自転車の荷台
に特別仕様の箱を積み一番上の 15 歳の息子が運
んでいく．2015 年現在ではさらにビジネスを拡
大して，家と店舗を県の中心地に借りて直販を始
めた．下の 3 人の子供たちは村に残り実父が面倒
を見ている．ゴンドウェ氏がつくるオバマは現地
の人々がベーカリーのパンよりもおいしいと言う
ほど好評で，実際にパサパサと乾燥した既製品の
パンより，しっとりして中身が詰まった手づくり
オバマはとてもおいしい．また，村の人々は味や
栄養よりもお腹が満たされることをよしとする傾
向があることも，1 つ食べれば満腹になるこのパ
ンが人気の理由のひとつであろう．
　このビジネスの成功要因はゴンドウェ氏のパン
焼きの技量によるところが大きいが，①顧客対‌
象者である近隣住民が好む味と品質であること，‌
② 1 個 120 クワチャ（30 円）と収入レベルを問
わず買いやすい価格の食品であること，③夫をは
じめとする家族の協力を全面的に受けていること
である．先述のようにパンを安全に運ぶための木
箱，パンを焼くオーブンは夫が手作りしている．
パンを運び店舗まで卸し，売上金を持ち帰るのは
長男の役目である．調理器具の製作とメンテナン
スは夫，商品の製造は妻，販売は長男と，家族み
んなで彼女のビジネスを支えており，手に職を得
たことで家族の中で彼女の重要性が増している．
また，金銭的に潤いビジネスが成功していること
で村の中でも一目置かれている．夫は稼ぎ頭の妻
を尊敬して大切にしている．現在の収入は本人い
わく最低でも 18.6 万クワチャ（46,500 円）になり，
夫の推定収入の 20 倍以上である．
2　女性の生活に影響を与える要素
　上記の 3 人の事例比較から教育が生活に与える
影響を見てみると，学歴が少しでも高い方が望む
ように生活をしているというわけではない．事例
1 は例外と言えるほど模範的な高学歴者である
が，事例 3 のゴンドウェ氏は公用語の英語はでき
ず読み書きも得意ではないにも関わらず，自分の
専門職をつくり出し上手に経営し生活している．
一方で，事例 2 のムホネ氏のように一般的な教育
を受けさらなる高等教育を受ける能力は備えてい
るものの，家庭の事情によって時間も経済的余裕
もなくお金のために働き続ける人もいる．
　学歴，収入，生活様式，地理的環境に違いはあ
るものの，事例 1 のウシスカ氏と事例 3 のゴンド
ウェ氏に共通して言えることは，自分の専門性を
仕事に活かしながら安定した生活を営んでいるこ
とである．それを達成するための諸要素として
は，①身近な人物（夫，実父など）が仕事に関し
て協力的で最低限の生活は支えてくれること，‌
②自分の専門性を活かせる市場を特定して自発的
に開拓していることである．
　事例 2 の場合，生活をより困難にしている要因
は，①自分のキャリアを安定させる前に出産し扶
養する家族がさらに増えたこと，②支援の負担を
軽減してくれる夫（または兄弟など）がいないた
め父母，弟，妹，娘たちの 7 人を 1 人きりで扶養
していることである．
　上記のことから，当人の居住地域や環境にもよ
るところは大きいものの，女性の生活の質を向上
させるためには，①身近な支援者，②ある程度の
経済的余裕，③教育（一般・技術），情報，機会，
市場へのアクセス，④扶養人数が許容範囲内であ
ること，⑤本人の能力・技術と意志が重要な要素
として挙げられる．
　また，事例の比較から読み取れるのは，マラウ
イ北部の女性の生活においては，低学歴の場合，
技術や商品を売る市場，言語などの面で制限が出
るが，高学歴なほど移動性が高く地理的条件に制
限されないことである．また，高学歴は仕事内容
を優先し，居住地はそれに合わせて移動する．一
般学歴はより収入を中心に仕事を決定し，地理的
な行動範囲は制限されないが，仕事内容の選択肢
が制限されるため，それによって移動する．低学
歴は自給自足的に農業を営むことは生活の基本で
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あるため生活拠点を中心に仕事を選び，その範囲
内で自分たちに見合った生活をすれば安定した生
活を営める．
　現金収入が貴重であるマラウイの農村において
は，文化的な女性の立場の優劣よりも，経済力が
左右する．収入をもたらす女性は家庭において存
在感が増し，それによって女性が社会活動に参加
する機会が多くなり外で働くことが自然に日常化
していくだろう．
3　自立支援の事例（収入創出活動）
　これまでの調査結果から，高等教育を受けられ
るのはごく限られた少数のみで，北部の農村女性
が定収入を得られる職に就くのは非常に難しいと
いうことが明らかになった．また，先述の事例で
は，マラウイ北部の農村地域に居住する女性の生
活を改善するのは必ずしも学校教育のレベルでは
なく，現金収入があれば自分の居住地で比較的豊
かな暮らしをすることが可能であり，家庭におけ
る女性の存在感を高めることにも効果的であるこ
とがわかった．これらの結果を踏まえて，実際に
生活面で不安定要素が多く厳しい生活を送ってい
る一般学歴，低学歴の女性たちの生活を安定させ
るのはどうしたらよいか．女性たちの社会参加を
促進する方法として，ある活動事例とそれによっ
て生み出された効果を以下に紹介する．
　TAKONDWA（タコンドワ）は，北部ルンピ
県ルカリ村に居住するセカンダリーの学生 8 名で
構成されたビジネスグループで，青年海外協力隊
員の技術支援を受けて 2013 年 6 月に活動を開始
した．（写真 3，4）
　UNAIDS の試験的なプロジェクト25）から発想
を得たこのビジネスは，女子学生が自ら学費を稼
いで収入を手にすることで，①家庭の事情に左右
されず学業を継続し，②支援に頼らない自立した
マインドを育成し，③新たなスキルを習得し，‌
④女性の社会活動への参加を促進することを目的
としている．ビジネスの内容は中古タイヤを素材
にした商品の製作・販売である（写真 5）．サン
プル商品の販売で小額の資本金をつくり，外部か
らの金銭的支援を受けずに少しずつ製作・販売を
続け，材料の調達，販路開拓，金銭管理など一連
の行程を学びビジネスを育ててきた．
　この活動を通して，メンバーと家族に様々な変
化が見られた．村では通常女の子が料理，水汲み，
掃除など家事全般を手伝うが，①グループ活動中
は家事の負担を負う機会が減り，商品製作を優先
するよう親が促すようになった．また，②商品完
成ごとにインセンティブが入ることで服，日用品，
文房具などを自分で買えるようになった．これは
先述の UNAIDS の調査によれば，HIV/AIDS の
感染予防にも効果があるとも言える．また，グ
ループ貯金で購入したソーラーライトを利用して
近所で携帯電話充電サービス26）を始めたメン
バーもいる．経費がかからず安定的に小額の収入
が得られる低リスクのローカルビジネスである．
　金銭管理，継続的な運営，技術移転，品質維持
の難しさなど課題は多く残るが，このプロジェク
トを通して，女子学生が収入を手にすることは学
業継続，人材育成，労働意欲の醸成，女性の社会
参加促進，家庭における女子の存在感向上に効果
が見られた．
写真 3　タコンドワ・グループ（2014 年 6 月 11 日撮影）
写真 4　活動風景（2014 年 9 月 13 日撮影）
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Ⅴ　結　論
　本論文では，研究対象地域のマラウイにおける
民族・地域的な文化の差異，生活様式や価値観，
地域特有の社会システム，学校教育などが住民に
与える影響を明らかにし，それらの要素が高等教
育への進学や社会生活にどう影響するかを，北部
出身女性の生活を事例として属性別に取りあげ考
察してきた．
　マラウイ北部にはトゥンブカ，中南部にはチェ
ワが多く居住しており，人の移動は流動的で人口
把握は難しいものの，おおよその人口比は中南部
が全体の 85％以上を占め，北部は少数派である．
国の経済状況は非常に厳しく，国家予算の 40％
は他国や国際機関からの支援でまかなっている．
国民の大半は定収入を持たない貧しい小農家であ
るが，一族の中で安定収入のある人が学費や生活
費を支援する特有のモラルと社会システムを備え
ており，農村で暮らす小農家が生きるためのセー
フティネットの役割を果たしている．
　北部の人々は教育熱心で，国全体で見ると教育
レベルは高いが，高等教育への進学率は中南部よ
り低い．これは，政府が導入している入学者率割
当制度が原因として指摘される．政府としては北
部と中南部の人数バランスをとる意向だが，北部
出身者には進学の妨げとなり大学に進めるのは全
入学枠の 13％程度である．北部は男性優位の社
会であるため，男子の進学を優先する家庭も多
く，北部女子学生は 3.9％しか入学枠がない．特
定地域出身者の社会進出と能力向上の機会を奪う
ことは国全体の能力低下を招き，他地域や民族へ
の反感へもつながりかねない．教育水準を底上げ
するために，優秀な人々の機会を奪うのではな
く，遅れている地域への能力向上対策をとるべき
である．
　北部と中南部の間に教育水準の地域差が生じて
いる要因は，北部は開発が遅れていて農業（小農
家）以外の仕事に就くには MSCE で優秀な成績
をとり，政府機関，国際機関，NGO 団体などで
働くしか選択肢がないことが理由のひとつと考え
られる．そのため，北部の人々の教育に対する意
識は中南部より高い．また，南部の人々は収穫期
に家族単位で北部へ出稼ぎ移動する者が多いた
め，子供の勉強が遅れることも南部全体の学力低
下に影響している．また，貧困層の労働傾向にも
地域差が見られた．マラウイ北部で教育レベルが
低い人はより農業重視型の土地に根ざした生活を
営み，南部の人は現金収入を求めて出稼ぎに北部
へ季節的に移住する．これは，北部では人口密度
が低く農業をする土地があるが，南部では人口密
度が高く自給自足できる土地がないことが要因と
考えられる．
　学校教育は，一般的な社会的常識を身につけて
将来仕事の幅を広げるためにも必要であり，農村
に住む貧困層でも親族の支援を受けながら投資す
る価値はある．ただ，その場合は中退せずに修了
し，貴重な現金投資を無駄にしないことが重要で
ある．家族が安定収入を得るためへの一歩であ
り，社会の一般的な制度や常識を身につければ，
だまされたり足下をみられたりすることも避けら
れる．また，教育を受けた人は次の世代の教育へ
投資するため良いサイクルが生まれる．
　卒業後の生活の質を向上させるために学校教育
が役立っているかどうかは判断が難しいが，農村
の生活においては，電化製品や機械の修理，建築
など技術系の学校がセカンダリーと並ぶ選択肢と
してあれば直接現金収入に結びつく教育に投資が
できるためより実用的である．教育以外では，伯
写真 5　古タイヤを素材にした商品
（2014 年 9 月 13 日撮影）
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父や夫など親族・家族の男性が女性の仕事に協力
的かどうかが大きく影響する要素である．生活の
質を向上させ得る要因としては経済的な余裕，つ
まり安定収入が不可欠である．
　女性の社会進出や生活改善は途上国支援の重要
テーマであり，マラウイでも女性を対象に多くの
研修が行われていたが，女性にばかり働きかけて
も男性の考え方が否定的なままならば何も変わら
ない．女性が社会で活躍することは，男性にも利
益があることをわかりやすく示すことが必要であ
る．マラウイのように定収入があるだけで生活が
大きく改善されるような地域では，女性が仕事を
持ち家庭に現金収入をもたらす存在になることが
社会的地位を高める最も現実的な近道であろう．
Ⅵ　最後に
　このテーマにたどり着くきっかけとなったマラ
ウイでのあらゆる経験を通して，世界にある貧し
さの理由は紛争や自然環境だけでなく，教育水準
の低さ，情報の乏しさ，交通機関の未発達，国・
個人レベルでの金銭管理に対する意識の低さ，身
近な資源を活用する知識の欠如など，あらゆる事
が重なった結果なのだと実感した．また，貧しさ
と同時に幸せについても考えさせられた．マラウ
イの人々は経済的には貧しいが，よく笑い，よく
しゃべり，日々楽しそうに生きているように見え
た．あくせく働いてお金を稼ぐより，ゆったり自
然とともに暮らしてお金は必要なときにどうにか
見つける．嫉妬もひがみもするが親族間のつなが
りを大切にし，「困った時はお互い様」の精神を
実践して生きる．それがマラウイに生きる人々に
合った生活スタイルだと感じた．我々の理想で変
えるのではなく，彼らの生活スタイルを守りなが
ら知恵を出して一緒に少しずつ改善する．それ
が，外国人支援者のできることではないだろう
か．価値観もライフスタイルも違う現地の人々と
家族のような居心地のよさを互いに共有し，帰国
後も続く関係を築けたことは私の宝になった．ま
た，今回の卒業論文研究においては，マラウイを
別の視点から見つめるきっかけとなり，現地では
意識しなかった面々に気づくことができた．友人
たちから個々の経験を聞かせてもらえたことで，
書面には残されていないマラウイの歴史を垣間み
ることができた．
　また，途上国支援はもとより，自国の国際人材
育成のために多額の投資をしてくれる日本に生ま
れて幸運だとも感じている．多くを学ぶ機会を与
えてくれた JICA やそれを支える日本国民の皆
様，何よりも先の見えない活動に全面的に協力し
てくれたマラウイの友人たちに感謝の気持ちで
いっぱいである．厳しい現実の中で努力を続ける
彼らがそれぞれの目標を実現できるよう心から願
う．
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注　記
 1）‌ JICA（日本国際協力事業団）が実施している 2
年間のボランティアプログラム．日本人青年を海外
に派遣し技術支援をしながら現地の人々とともに活
動を行う．
 2）‌ 標高は筆者 G-Shock の高度計にておおよその数
値を計測．
 3）‌ 外務省　マラウイ共和国基礎データ‌2015 年 12
月 20 日
 4）‌ 「世界最貧国」の記述は外務省国別援助方針資料
を参照．
 5）‌ 国内総人口比で農村部居住人口の割合は 84％．
Rural‌population‌（％‌of‌total‌population）‌‌世界銀行‌
2016 年 1 月 5 日
 6）‌ 外務省　マラウイの概要・概況　2016 年 1 月 6 日
 7）‌ マラウイの政府高官が公金を横領していた事件が
2013 年に発覚した．
 8）‌ 世界食糧計画 World‌Food‌Programme:‌What‌are‌
the‌current‌issues‌in‌Malawi‌
 9）‌ アルジャジーラ Al‌Jazeera:‌Malawiʼs‌Children‌of‌
Tobacco
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10）‌ 村落地域の小農家は年に一度収穫後にメイズを売
る機会がある．現地の農業普及員によると，2015
年時点で小農家の収入は 4.5 万クワチャ（11,000 円
程度）／年．
11）‌ 2002 年の飢饉で 500 人から 1000 人の餓死者が‌
出た．国連開発計画‌UNDP:‌Human‌Development‌
Reports.‌Famine‌ in‌Malawi:‌Causes‌ and‌Conse-
quences‌（2008）
12）‌ The‌National‌Statistical‌Office‌of‌Malawi「Wel-
fare‌Monitoring‌Survey‌2014」より，地域別・県別
の主食穀物備蓄世帯率（2014 年）．Mzimba,‌Lilon-
gwe,‌Zomba,‌Blantyre のデータは Rural と City に
分かれていたため，その合計を 2 で割って平均値を
算出．
13）‌ 『マラウィを知るための 45 章』赤石書店　27p 参
照．
14）‌ 実際は，話し合いによってどちらが引き取るかを
決めることもあり，伝統を厳格に守るというよりは
状況に応じて対応する柔軟性がある .
15）‌ 製粉機でメイズの種子を製粉する際，シマ粉と分
かれて排出される胚芽と種皮．白い方のシマ粉は食
用に使用され，ガガは主に鶏やアヒルのエサとして
使う．
16）‌ この場合の一族はムレンガ家の者を指すが，名字
の違う嫁の甥や姪などが支援対象の場合もあり，明
確な区切りはない．
17）‌ 本論文で表記するマラウイクワチャと円の換算
レートは，調査時（2012～2014 年）のおおよその
平均換算レートとして，すべて 100 円＝400 クワ
チャとして計算する．
18）‌ セカンダリー（中等教育）修了国家試験．合格し
ないと再びセカンダリー4 年生を繰り返して翌年受
験する．大学入学や就職に必要．
19）‌ プライマリー（初等教育）修了試験．
20）‌ セカンダリー2 年修了時に受験する国家試験．
21）‌ 通称 Quota‌System と呼ばれ，出身県や性別を基
準に一定の人数や比率を定めて入学させる制度．法
的に定められてはおらず，政府の意向で導入され
た．
22）‌ 女子生徒のために 3 分の 1 の入学枠を確保する制
度を 1972 年に導入．80 年代後半には，大学入学に
も同制度が適用され始めた．
23）‌ マ ラ ウ イ 大 学 University‌of‌Malawi の 学 費 は
2014 年に年間 5.5 万クワチャ（723 米ドル）から
27.5 万クワチャと 4 倍以上値上がりした．
24）‌ 町や村で一般的な交通機関．自転車の荷台に客を
乗せて目的地まで送り届ける．村の男性の貴重な現
金収入の手段であり，住民にとっては最も安い交通
手段．自転車を所有していない運転手は，一日 500
クワチャ（125 円）を払って借りて働いている．
25）‌ 通学する女子学生に毎月お小遣いをあげて通学率
の変化をみる調査．試験的に南米で実施し通学率が
向上したためアフリカでも試験的に実施された．
UNAIDS_Study/‌In‌Malawi,‌money‌in‌girlsʼ‌hands‌
boosts‌school‌enrolment
26）‌ 村落地域で携帯電話の充電は 50 クワチャ（12.5
円，2014 年）．
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